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■■JFMA FORUM 2008 JFMA FORUM 2008 

コンピュータ活用研究部会　　コンピュータ活用研究部会　　
【【22月月1515日（金）　日（金）　13:1513:15～～14:0514:05　　303303会場】会場】

発表者　
部会長 ：天神良久、部会委員：伊藤秀憲
部会委員：山岸順二、部会委員：野間操

司会者
部会委員 ：森本卓雄

■コンピュータ活用部会　委員メンバー（2008年2月現在）■

天神良久、秋山克己、木村圭介、森本卓雄、山岸順二、久野誠、伊藤秀憲、野間操、小木曽清則、

白土裕孝、千葉貴史、山本直樹、今井美和、牧優子、東孝緒、丹野裕之、小川文孝
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■■JFMA FORUM 2008  JFMA FORUM 2008  コンピュータ活用研究部会　コンピュータ活用研究部会　22月月1515日（金）　日（金）　13:1513:15～～14:0514:05　　303303会場】会場】

発表者　　部会長：天神良久

■■ NO.NO.１　１　 ICTICT技術動向報告　技術動向報告　　「　「オフィス内の変化　①」オフィス内の変化　①」

【 フリーアドレス化を可能にしたＩＴツールとは】】

ノンテリトリアルオフィス（フリーアドレス化）が増えている背景として、ＩＴツールの変革があげられま
す。パソコンの小型化（ノートPC）、無線LANの実用化レベルの向上などPC環境の技術向上に伴

い、オフィス内のＩＴツールも大きく変化しています。

【ユニファイド（統合）・コミュニケーション】

　ネットワークのブロードバンド化やテレフォ
ニー・システムのIP化が進む中で、ユニファイ
ド（統合）・コミュニケーションのニーズが高まっ
ています。

PCやサーバーの性能向上などを背景に企業

のコミュニケーション環境は飛躍的に向上し
てきました。従来の電話やファクシミリ、メール
に加え、インスタント・メッセージ（IM）、テレビ

会議など多様なツールを利用できるようになっ
ています。具体的には、音声、データ、映像
を同一のIPネットワーク上で統合し、電話、メー

ル、テレビ会議などのコミュニケーション・ツー
ルを連携できる商品・サービスが拡大してい
ます。
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発表者　　部会長：天神良久

■■ NO.NO.１　１　 ICTICT技術動向報告　技術動向報告　　「　「オフィス内の変化　②」オフィス内の変化　②」

【働き方の変化】

　オフィスでの働き方が変化しています。米国調
査会社の資料によると、オフィス内の作業を「個
人作業、共同作業」と区分けした場合

2000年 2005年 2010年

個人作業 40% 30% 20%

共同作業 60% 70% 80%

個人作業が2000年では40%でしたが、2005年で
は30%、2010年には20%と減少し、それに変わり

共同作業が益々増えてくると予想しています。

場所を選ばず、どこでも働ける環境を提供するこ
とにより、オフィスの存在意義に変化が生まれてい
ます。 2000年当時のオフィス写真を見ると個人ワー
クステーションが広々と確保されていますが、2006
年のオフィスを見ますとフリーアドレス制に変更さ
ています（写真：シスコシステムズ提供）。座席数
は社員10人に対して6名前後と減少していますが、

コラボレーションスペースが新設されており共同作
業の増加をサポートしています。無線LANとノー

トパソコンの利用がフリーアドレス化を促進してい
ます。

（2000年当時）

（2006年時）
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発表者　　部会長：天神良久

■■ NO.NO.１　１　 ICTICT技術動向報告　技術動向報告　　「　「オフィス内の変化　③」オフィス内の変化　③」

【働き方の変化】

　オフィスでの働き方が変化しています。米国調
査会社の資料によると、オフィス内の作業を「個
人作業、共同作業」と区分けした場合

【コミュニケーションの方法が変化】

　その日座った自席で「電話で会話、チャットで
会話、テレビ会議、Web会議、ボイスメッセージ、
社員の在籍確認」このようなコミュニケーションが
可能になります。また、ＩＰフォンは多様な処理も
可能にします。今まで電話のコミュニケーションは
「1対1」のものでしたが、IPコミュニケーション（メー
カの機種による）を導入すると簡単に 3者以上で
の会議が可能に（携帯電話、社内の電話、自宅
の電話でも可能）になります。お客様、自社、販
売店などを同時につなぐことにより、一度電話を
切って他所に確認し、もう一度電話をかけるといっ
た、伝え聞きによる時間ロスや伝言ミスがなくなり
ます。

【セキュアネットワーク基盤の整備】　コミュニケーションツールの変化は、同時に企業情報を保護するセキュアネッ
トワークの構築を必要とします。キーワードは「拡張性のあるネットワーク、広帯域なネットワーク、可用性のあるネッ
トワーク、一元管理できるネットワーク」です。具体的には、不正アクセスによる情報漏えい、改ざん防止、ウイルス、
持込PC対策などがあげれます。

【①～③(当パネル)の図・写真は、シスコシステムズ合同会社様にご提供いただいています。】

■■JFMA FORUM 2008  JFMA FORUM 2008  コンピュータ活用研究部会　コンピュータ活用研究部会　22月月1515日（金）　日（金）　13:1513:15～～14:0514:05　　303303会場】会場】



ICTICT技術動向報告　と　技術動向報告　と　CAFMCAFM活用事例調査報告活用事例調査報告 ＪＦＭＡ　コンピュータ活用研究部会ＪＦＭＡ　コンピュータ活用研究部会

-- 55 --

■■ NO.NO.２２　　 ICTICT技術動向報告　技術動向報告　　「　「新しいネットワーク出現：新しいネットワーク出現： NGNNGN①①」」
発表者　　部会委員：伊藤秀憲

【NGNとは】：次世代のネットワーク（Ｎｅｘｔ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）

　電話網の持つ信頼性や安定性と，ＩＰネットワークの持つ利便性や経済性という両者の良い面を合わせ持った、
ＮＴＴが世界に先駆けて実現する光による次世代のフルＩＰネットワークのことです。ＮＴＴでは、2008年3月に商用化
を開始し、2010年度までに現行Ｂフレッツのサービスエリアまで拡大する予定です。

ＮＧＮ
Ｏｖｅｒｖｉｅｗ

ＮＧＮ
Ｏｖｅｒｖｉｅｗ

明日のコミュニケーション像が見えてきました。

豊かなブロードバンド・ユビキタス
社会の扉を、ＮＧＮが開きます。

【NGN紹介映像】

　NGNの概要や特徴、NGNにより何が変わるのかなどを、映像でご覧いただきます。

【NGNの４つの特徴】

　1.「品質確保（QoS：Quality　of　Service）」

　2.「セキュリティ（安全性）」

　3.「信頼性」

　4.「オープンなインターフェース」
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■■ NO.NO.２２　　 ICTICT技術動向報告　技術動向報告　　「　「新しいネットワーク出現：新しいネットワーク出現： NGNNGN②②」」
発表者　　部会委員：伊藤秀憲

【NGNを体感するショールーム“ＮＯＴＥ”】

　ＮＴＴが東京・大手町にオープンしたショールーム「ＮＯＴＥ」は、
ＮＧＮを支える最先端技術とＮＧＮで実現するサービスを、わかりや
すく、より具体的に体験できるものとなっています。

　2008年1月21日より期間限定で再オープンしたNOTEを見学して

来ましたので、主な展示をご紹介します。

ショールーム「ＮＯＴＥ」の概観

【NGN　for　Business】
　まず、ビジネス分野では、“ハイビジョン映像コミュニケーション”を
ご紹介します。

会議テーブルの片側に3面の65インチ大型ディスプレイを設置し、

ほぼ等身大に映し出される遠隔地の人物と、ハイビジョン映像によ
るかつてない臨場感のあるテレビ会議が行なえます。
これは、ＮＧＮのＱｏＳで確保された広帯域を活用したもので、映像
で15Mbps、音声で300kbpsを使っています。

ハイビジョン映像コミュニケーション
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■■ NO.NO.２２　　 ICTICT技術動向報告　技術動向報告　　「　「新しいネットワーク出現：新しいネットワーク出現： NGNNGN③③」」
発表者　　部会委員：伊藤秀憲

【NGN　for　Society】
　社会生活を支える医療分野では“遠隔病理診断支援システム”を
ご紹介します。
安定したハイビジョン映像通信により遠隔地間の病理診断をサポー
トすることが可能です。術中においても、顕微鏡を正確に遠隔操作
し、摘出サンプルを高精細な動画像で見ることができ、リアルタイム
に診断できます。

【NGN　for　Life】
　最後に、“ハイビジョンＩＰテレビ電話”をご紹介します。
ＮＧＮのＱｏｓを活用し、ハイビジョンによる映像とステレオエコーキャ
ンセラを用いた20kHｚのステレオ音声を組合せ臨場感あるコミュニ
ケーションを実現します。

遠隔病理診断支援システム

ハイビジョンＩＰテレビ電話
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発表者　　部会委員 ： 山岸順二

■■ NO.NO.３３　　CAFMCAFM活用事例報告活用事例報告　「　「CAFMCAFM導入時導入時ののチェックポイントチェックポイント ①①」」

① 導入目的を明確に。　具体的にやりたい事、困っている事をリストアップして優先順位を付ける。

やりたい事の例 困っている事の例

修繕を計画的、合理的に行ないたい

図面（or書類or写真）を整理したい

複数の施設を本社で集中管理したい

散在している施設関連の情報はまとめて一括管理したい

経営に役立つ施設分析データが欲しい

勘と経験に頼らない管理へ移行したい

業務の改善・効率化・標準化・情報のＤＢ化・ペーパーレス化など

施設現況の膨大な記録、報告資料作成手間を軽減したい

せっかくの有益ナレッジ情報は蓄積、活用したい

ITを駆使してスマートに･･･楽をしたい

担当者がいないと資料が引き出せない。将来、後任へ引き継げるのかどうか不安

遠隔地施設の現況が現地へ行かないと判らない

修繕・維持・メンテ・予防保全が計画的に実施できていない

すでに導入したCAFMの運用がうまくいっていない

改修とともに図面の版管理が混迷状態、枝分かれ状態

省エネやコスト削減の有効策が見えない

修繕工事の履歴・コスト情報が判らない。サッと出ない

提案企画書作成時に裏付けとなるデータが蓄積されていない

そんなに高尚な管理など必要ないのに簡単なシステムが見つからない

似たような資料を各人が重複して作成している

　　導入目的を優先順に整理し、何が出来れば導入成功と言えるのか目標を決めておきましょう。
　　それを導入後に今一度 思い起こしてみることが、システムの軌道修正や改善につながります。

※ あれもこれもと欲張るのは失敗の元です。･･･運用が大変になりますから。
※ 『とにかく導入してやってみよう』にも要注意です。･･･導入効果への評価が甘くなりがちですから。

ワンポイント アドバイス
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想定ユーザー層は？
□ 想定ユーザーの対象業務
□ 想定ユーザーへの要求スキル
□ 得意とする対象物と施設規模
□ 導入総額の標準レンジ

発表者　　部会委員 ： 山岸順二

■■ NO.NO.３３　　CAFMCAFM活用事例報告活用事例報告　「　「CAFMCAFM導入時導入時ののチェックポイントチェックポイント ②②」」

生い立ちは？　　（下記例の複合型もあります）
□ 海外CAFMの日本語化系　（外資系会社には有効）
□ DB系　（情報を蓄積・閲覧する台帳管理には有効）
□ ASP系　（低予算で導入可能。機能はDB系と同等）
□ CAD系　（図面との連携、配置情報管理に有効）
□ メーカー系　（自社製品管理や業務サービスに専門化）
□ システム構築系　（オーダーメイドで細かい要求にも対応可能。かなり高額）

用途・守備範囲は？
□ 図面などファイル管理系
□ 対象物の情報管理台帳系
□ 維持保全営繕など建物系
□ エネルギー、環境、資産、
　　アセット不動産プロパティ、
　　ビル運営、移転 　･･･etc．

・高性能ではあるが操作が難しく使いこなせない
・教育や引継ぎが困難なため運用永続性が問題
・多機能なのに肝心なことが出来ない（実務と乖離）

直感的で親しみやすい操作性であること
･･･施設管理者にとっては単なるツールですから
操作が難しくては活用する意欲がわきません

操作が簡単

・変更はすべてソフト会社に逐一発注となる
・簡単な変更でもコストと時間がかかる
・SEが実務に暗いため気の利いた改善が困難

施設の変化や管理手法の改善は必ずあります
･･･変更のたびにプログラム修正が必要では
運用に支障が出て継続が困難となります

カスタマイズ
が自由

・入力データを自由に二次活用することができない
・従来の手順や手法、データ資産が流用できない
・システム開発ベンダーの縛りから抜けられない

データは二次利用可能な汎用形式であること
･･･長期間に亘る入力データの可読永続性を

保証し、将来への安心感が必要です

拡張性と
汎用性がある

・ソフトは安かったが別途費目で総コストは膨らんだ
・入力・運用が面倒なわりに、導入メリットが少ない
・コストがかかるわりに、導入メリットは期待はずれ

使い勝手
が悪い

システム変更
が大変

ブラック
ボックス的

費用、労力
が過大

→

→

→

→
導入後、無理なく利活用できる事が重要です
･･･運用が長期なため初期投資金額だけでなく

導入後の運用コストにも配慮が必要です

費用対効果
が高い

苦労するシステム苦労するシステム 使えるシステム使えるシステム

↓　失敗事例 ↓　なぜならば

② 各CAFMのテリトリー（性格、得意分野）を理解して候補を絞る。

③ 上記①と②のマッチング、身の丈を考える。

オールマイティなCAFMは有りません
大は小を兼ねません

仰ぎ見るシステムではなく
手に取って馴染めるものを
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発表者　　部会委員 ： 山岸順二

■■ NO.NO.３３　　CAFMCAFM活用事例報告活用事例報告　「　「CAFMCAFM導入時導入時ののチェックポイントチェックポイント ③③」」

④ 結局のところは　”自分の実務で使えるかどうか”　で判断

他の『業務支援システム』は導入すれば一応の効果が得られます。手法や手順もわりと標準化されています。
しかし前例や定型の無い『施設管理システム』はそこが決定的に違っている点にご留意ください。

※ 開発元の言う「導入メリット」も、自分にとって必要なのかどうか、立ち止まって考えてみましょう。
※ CAFMは導入しただけで効果を約束するものではありません。継続運用出来るか否か次第です。

【参考】 先達者のCAFM導入失敗事例 ･･･実際の話ですので、大いに参考にしてください

ソフト本体以外にいろいろな費目で購入費が倍以上に膨らんだ。ランニングコストも予想以上。運用労力も思ったより手間がかかり、
その人件費コストを含めると「施設管理システム」の費用対効果は期待したより低い。

高性能ではあるが操作が難しく使いこなせない。ほんの一部機能しか使っていないのでExcelやAccessで手探り管理していた頃とたいして
変わらない。また教育や引継ぎ等が困難。結局、全社統一共有ソフトにはなり得ず、一部の担当者が細々と使っている。

搭載機能の大部分が、使ってみると自分の実務とは乖離しており使い道が無かった。反面、肝心なことが出来ない。出来ても操作が面倒で
実用に耐えない。思い通りの印刷ができない。不要な入力項目が空欄のまま多く表示されるのは困る。入力項目は自由に増減したい。

せっかく入力したデータを自由に利用できない。一般ソフトとデータのやり取りが出来ない。社内システムと連携しない。

システムの仕様通りにデータを事前に準備、あるいは入力し直さなければならない。導入時の負担が大きかった。

【入力データの永続性に不安】

【フレキシビリティ、カスタマイズ自由度が低い】

WindowsXP上では動かない。高価なデータベースソフトを購入させられたが能力を発揮できておらずオーバースペックでもったいない。
指定CADデータ以外は読めない。写真や図面の表示機能が貧弱。データのコピー＆ペーストが出来ない。PDFデータは扱えない。
社内LAN上で共有できない。部分的なバックアップが出来ない。バックアップ先にDVDを指定できない。　　　　　･･･etc

ワンポイント アドバイス

【費用対効果が低い】

【操作が難しい】

【機能に不満】

【他のシステムと連携しない】

【過去のデータを流用できない】
特殊な固有ファイルフォーマット形式を採用しており、入力・登録したデータが将来読めなくなる不安がある。

施設状況の変化や管理手法の改善に伴うシステムメンテナンスで、毎回多大な費用が発生する。
システム部がガチガチで柔軟な拡張性が乏しい。ＯＳやハードの進化に付いていけない。
何をするにもソフト会社へ依頼しなければならない。

【その他の具体例】

たとえば
　■ 蓄積データがどう利・活用できるか
　■ それで施設管理業務の何が改善されるのか
　■ 経営に資するシステムかどうか　　　･･･などなど
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【コンピュータ活用の２つの側面】

　　　ワーカーが活用する場面

　　１）業務効率を向上させる（定型業務、非提供業務）

　　２）生産性・生産品質を向上させる

　　など

　　　管理者が活用する場面

　　１）図面管理

　　２）資産管理

　　３）予算策定・予算管理

　　など

　　　次世代ネットワーク（ NGN＝Next Generation Network ）

　　　『いつでもどこでも仕事』を実現するインフラ

『 NO.２ ICT技術動向報告』　2010年までのネットワークインフラ

　　　2010年以降サービスインを想定した新世代ネットワークの検討も始まった。

新世代ネットワーク（NWGN：New Generation Network）

　　　コンプライアンス

　　　内部統制（資産管理、情報漏えい対策など）

1 2

1

2

【キーワード】
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【シンクライアント （ Thin Client ） 】

シンクライアントとは

　ディスクやCPU、メモリなどのコンピュータリソースをサーバ側にもち、ネットワークインフラを利用

してクライアントから接続、利用するアーキテクチャ。端末内に記憶媒体を持たない場合が多い。

1

3 様々な実装方法

　　・画面転送型

　　・ネットワークブート型

　　・内部に記憶媒体を持たないだけでなく、光学ドライブ、フラッシュメモリ等外部記憶媒体の利用も制限

　　★利用時に生体認証技術を利用している端末もある（指紋、静脈など）

2

仕事 生活

「PCを活用したモバイルワークスタイル」と「情報漏えいリスク対応」の両立

　１）俊敏なお客様対応、訪問件数、時間の増大、移動時間の短縮

　２） 価値観の多様化（ワーク・ライフバランス）⇒ワークスタイルの変化

　３）情報セキュリティ、利便性の高い環境のバランス　

広帯域の無線通信サービスのサービスイン
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1

2

【バーコードを活用した資産管理】

内部統制の観点で管理方法を見直し

　１）管理手法の再構築

　２）重要ではあるが間接業務のため作業工数をできるだけ少なくする

バーコードについて

　１）利用されるバーコードは大きく分けると２種類

　　　①消費財のパッケージに印字されることの多い一次元バーコード

　　　②携帯電話等で普及している二次元バーコード（QRコード）

　２）二次元バーコードの特徴

　　　①一次元バーコードと比較して多くの情報量をコード化できる

　　　②印字面積を小さくできる

二次元バーコードの例

一次元バーコードの例

3

「器具備品」を対象とした棚卸し作業

　１）バーコードを管理対象資産に貼付し、構築した資産管理データベースと現品の突合せを実施

　２）設置場所、計上部門のトラッキングが重要視されている

オフラインのハンディターミナルでDB参照が可能（スキャン結果がその場で確認できる）
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